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7月13日の降雨における遠賀川水系
の排水機場の運転について

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ３ 日
国土交通省遠賀川河川事務所

概要

本日、早朝からの降雨で、遠賀川流域では小柳雨量観測所（福岡県赤村）
で８時００分から９時００分までに最大時間雨量５４mmを観測し、遠賀川
の日の出橋水位観測所では１３時００分にピーク水位６．１７mを観測し、
はん濫注意水位を超過しました。また、支川穂波川の秋松橋水位観測所で
は９時２０分にピーク水位４．４８mを観測し、避難判断水位を超過しま
した。

この出水に対応して遠賀川河川事務所が管理している排水機場２０機場
中１１の排水機場で雨水の内水排除を行いました。１６時現在でも６機場
で運転を継続し内水を排除しています。

管内排水機場稼働状況
○山鹿排水機場（芦屋町）
○前川排水機場・曲手排水機場（遠賀町）
○笹尾川排水機場（北九州市）
○藤野川排水機場・川端排水機場（直方市）
○鯰田排水機場・庄司川排水機場・殿浦排水機場・菰田排水機場・学頭

排水機場（飯塚市）

○排水ポンプ車1台出動中

なお、これらのポンプの運転により、現在ポンプ場周辺において内水の
被害は確認されておりません。
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